
　
阿
仁
合
地
区
の
寺
院
を
会
場
に
「
阿
仁
い

け
ば
な
芸
術
祭
」
が
10
月
19
日
か
ら
31
日
ま

で
行
わ
れ
、
市
内
外
か
ら
の
来
訪
者
が
華
道

の
五
流
派
に
よ
る
生
け
花
作
品
を
鑑
賞
し
ま

し
た
。

　
芸
術
祭
は
、
阿
仁
合
地
区
の
４
０
０
年
前

後
の
歴
史
を
持
つ
６
寺
院
に
、
生
け
花
作
家

の
作
品
を
展
示
す
る
こ
と
で
誘
客
に
つ
な
げ

よ
う
と
秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道
株
式
会
社
が
主

催
し
た
も
の
。
今
回
は
、
小
原
流
能
代
支
部
、

華
道
緑
葉
式
、
嵯
峨
御
流
秋
田
司
所
、
草
月

流
秋
田
県
支
部
、
竹
青
華
道
会
の
13
人
の
生

け
花
作
家
が
制
作
し
ま
し
た
。

　
来
訪
者
は
、
斬
新
な
作
品
に
足
を
止
め
て

見
入
っ
た
り
、
写
真
を
撮
っ
た
り
、
ま
た
、

境
内
を
歩
い
た
り
し
な
が
ら
芸
術
と
歴
史
の

競
演
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

▲善勝寺の山門前に展示された作品を鑑賞
する来訪者

生け花五流派と寺院の競演 ●阿仁いけばな芸術祭

　
秋
田
内
陸
線
「
阿
仁
合

－

比
立
内　
開
業

50
年
祭
」
が
10
月
19
日
、
比
立
内
駅
前
で
行

わ
れ
、
関
係
者
約
２
０
０
人
が
参
加
し
て
節

目
を
祝
う
と
と
も
に
、
改
め
て
内
陸
線
の
存

続
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

　
秋
田
内
陸
線
の
前
身
の
阿
仁
合
線
は
、
昭

和
９
年
に
鷹
巣

－

米
内
沢
間
が
開
通
、
10
年

に
阿
仁
前
田
、
11
年
に
阿
仁
合
ま
で
延
伸
。

そ
の
後
、
戦
争
な
ど
で
工
事
が
中
断
し
、
38

年
10
月
15
日
に
比
立
内
ま
で
開
通
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、式
典
を
は
じ
め「
阿
仁
合
線
・

内
陸
線
」の
写
真
展
、「
懐
か
し
の
阿
仁
合
線
」

の
上
映
、
開
業
を
振
り
返
る
「
昔
語
り
」、 

郷
土
芸
能
、
ラ
イ
ブ
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
盛
り

だ
く
さ
ん
の
催
し
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
婦
人
会
有
志
に
よ
る
「
が
っ
こ
カ

フ
ェ
」
な
ど
も
出
店
し
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

▲自治会関係者など約200人が参加して節
目を祝いました

存続のために力を合わせて ●阿仁合ー比立内　開業50年祭

　
北
秋
田
市
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
基

礎
講
座
が
10
月
19
日
、
合
川
公
民
館
で
開
か

れ
、
市
民
約
60
人
が
参
加
し
、
男
女
共
同
参

画
の
意
義
や
住
民
が
主
役
の
地
域
づ
く
り
の

必
要
性
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　
講
座
で
は
、
群
馬
県
立
女
子
大
学
教
授
の

佐
々
木
尚
毅
氏
が
「
幸
せ
に
生
き
る
力
〜
私

が
変
わ
る　
あ
な
た
が
変
わ
る　
地
域
が
変

わ
る
」と
題
し
て
講
演
。佐
々
木
教
授
は
、「
自

分
で
で
き
る
こ
と
は
自
分
で
、
他
人
の
た
め

に
も
喜
ん
で
と
い
う
気
持
ち
が
あ
れ
ば
、
皆

が
主
役
の
地
域
に
な
れ
る
と
思
う
。
そ
れ
が

男
女
共
同
参
画
社
会
」
な
ど
と
話
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
参
加
者
が
自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め
に
、

常
日
頃
思
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
積
極
的
に

討
議
し
ま
し
た
。

▲活発な意見が交わされたグループディス
カッション

皆が主役の地域を目指して ●男女共同参画社会づくり基礎講座

　
「
大
綱
引
き
大
会
２
０
１
３
」
と
「
ス
ー

パ
ー
軽
ト
ラ
市
」
が
10
月
19
日
に
合
同
で
開

催
さ
れ
、 

会
場
と
な
っ
た
鷹
巣
銀
座
通
商
店

街
は
、
多
く
の
市
民
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
大
綱
引
き
大
会
に
は
、
秋
田
北
鷹
高
校
の

生
徒
の
ほ
か
同
校
職
員
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、商
工
会
・

商
店
会
、Ｊ
Ａ
鷹
巣
町
、
市
役
所
か
ら
合
わ

せ
て
25
チ
ー
ム
が
参
加
。
生
徒
や
市
民
か
ら

大
き
な
声
援
が
送
ら
れ
る
な
か
、
手
に
汗
握

る
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　
ス
ー
パ
ー
軽
ト
ラ
市
会
場
で
は
、
軽
ト

ラ
ッ
ク
や
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
、
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
な
ど
多
く
の
店
が
立
ち
並
び
、
大
勢

の
人
が
来
場
し
ま
し
た
。ま
た
、会
場
内
で
は
、

よ
し
も
と
芸
人
「
ち
ぇ
す
」
に
よ
る
お
笑
い

ラ
イ
ブ
な
ど
が
行
わ
れ
、
イ
ベ
ン
ト
を
さ
ら

に
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

▲大勢の人でにぎわったスーパー軽トラ市
会場

合同開催で商店街に活気を ●大綱引き大会・スーパー軽トラ市

　
「
詩
表
現
を
楽
し
む
つ
ど
い
」が
10
月
20
日
、

交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
市
内
外
か
ら
訪

れ
た
約
60
人
の
参
加
者
が
、
感
情
豊
か
に
朗

読
さ
れ
る
詩
や
講
演
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
こ
の
つ
ど
い
は
、
来
年
秋
に
開
催
さ
れ
る

第
29
回
国
民
文
化
祭
・
あ
き
た
２
０
１
４
の

「
現
代
詩
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
〜
山
水
み
な
詩

の
国　
あ
き
た
〜
」
の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
芸
能
や
合
唱
を
楽
し

み
な
が
ら
現
代
詩
に
触
れ
て
も
ら
お
う
と
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
太
鼓
の
演
奏
や
合
唱
、
合

唱
曲
の
詩
の
朗
読
、
ソ
プ
ラ
ノ
独
唱
が
行
わ

れ
た
ほ
か
、
秋
田
県
現
代
詩
人
協
会
会
員
ら

が
作
詩
を
朗
読
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
農
学
博
士
で
詩
人
の
田
代
卓
氏
が

「
二
年
間
暮
ら
し
た
ブ
ー
タ
ン
」
と
題
し
て

講
演
し
体
験
談
な
ど
を
語
り
ま
し
た
。▲秋田県現代詩人協会会員の作詩の朗読に

じっと耳を傾ける参加者

文化の力で地域と人を元気に ●詩表現を楽しむつどい

▲息の合った美しいハーモニーを披露する森
吉中学校の３年生

成田為三生誕120周年に名曲歌う ●第８回浜辺の歌音楽祭
　
成
田
為
三
の
生
誕
１
２
０
周
年
を
記
念
し

た
第
８
回
浜
辺
の
歌
音
楽
祭
が
11
月
２
日
、

市
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
、
保
育
園
児
や
小

中
学
生
、
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
が
成
田
為
三

の
楽
曲
や
趣
向
を
凝
ら
し
た
合
唱
曲
を
発
表

し
ま
し
た
。

　
今
年
の
音
楽
祭
に
は
21
団
体
約
７
０
０
人

が
参
加
。
園
児
や
小
学
生
が
元
気
溢
れ
る
歌

声
と
振
り
付
け
を
披
露
し
、
中
学
生
や
コ
ー

ラ
ス
グ
ル
ー
プ
は
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
響

か
せ
て
、
満
場
の
観
客
か
ら
は
大
き
な
拍
手

が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
記
念
演
奏
で
は
宮
城
教
育
大
学
准
教
授
の

原
田
博
之
氏
が
、
仙
台
市
を
中
心
に
活
動
し

て
い
る
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
古
賀
望
子
氏
の
ピ
ア

ノ
伴
奏
で
、『
浜
辺
の
歌
』『
赤
と
ん
ぼ
』
な

ど
数
曲
を
歌
い
観
衆
を
魅
了
し
ま
し
た
。
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